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―「職業」の歌の旋律と歌詞の分析を通して（２）―

Songbook Sputnik, Sputnik, kreise for Preschoolers in 
German Democratic Republic: 

Through the Analysis of Melody and Lyric about 
Jobssongs for Preschoolers（2）

北川　聖子
Seiko Kitagawa

はじめに

　保育者に必要とされる能力の１つに、「音楽表現（弾き歌い）」がある。しかし近年、専門学校や

大学に入学する時点で、BURGMÜLLER（『ブルクミュラー』）などに収められたレベルの楽曲を弾
くことのできる学生は、ごく僅かである注�１）。そのため、ピアノの演奏技術を向上させるための指導

法の研究や、弾き手のレベルに合わせた教材の開発（楽譜の移調や編曲）は盛んになされている。

　一方、歌唱のための教材研究に関しては、不十分のように見受けられる。そもそも「音楽（科）」

は、明治期から昭和初期にかけて「唱
しょう

歌
か

（科）」と呼ばれていたように、また、「唱歌」が「歌唱（歌

うこと）」を意味していたことからも、「歌う」という行為こそが、「音楽における様々な感覚」を身

に付けるための「基本動作」となるため、軽視すべきではない。

　そこで、本研究では、「基本的な音程感覚やリズム感を身に付けるためにはどのような教材が適切

であるのか」という問題意識の下、旧東ドイツにおける幼児のための歌集本に着目する注�２）。そして、

楽曲の構造を解明すべく、歌の旋律と歌詞の分析を行う。

これまでの研究

分析する歌集本

　分析の対象とする歌集本は、Sputnik,�Sputnik,�kreise�１） である。これは、Bildungs-�und�
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Erziehungsplan� für�den�Kindergarten�２）（以下、『幼稚園のための陶冶と教育計画』）注�３）の中で指定

されている歌集本の１つである。この『幼稚園のための陶冶と教育計画』の「音楽」の項目の中で

取り扱われている楽曲を抽出し、一覧表にした（表１）。

❶�「職業」の歌−Wißt�ihr,�was�ich�werden�will（ぼく（わたし）が何になりたいのか分かる（？））

の１～８までの分析結果のまとめ

　これまでの研究�３）のまとめとして、上述した表１の中の１～８までの楽曲に関する分析結果を以

下に提示する（表２・表３）。

　まず、旋律については、調性・拍子・開始音・終止音において一貫性があり、音の跳躍も完全５

度を超えるものはなかった。また、音域も、最低音が概ね d�１で最高音が a�１か h�１のどちらかであっ

た。ちなみに、リズムは４分音符・４分休符・８分音符・８分休符の組み合わせしかなく、付点の

リズムなどは使用されていなかった。

表２　旋律に関する分析結果のまとめ

表３　歌詞の内容と韻に関する分析結果のまとめ
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　次に、歌詞の内容については、乗り物を運転する職業が半数以上を占めた。また、ある「音型」

が繰り返し使用され、その旋律の流れと詞のアクセントが合致し、さらには脚韻を踏ませる、とい

う工夫がなされていた。

旋律と歌詞の分析

❶�「職業」の歌−Wißt�ihr,�was�ich�werden�will（ぼく（わたし）が何になりたいのか分かる（？））

の９～11までの分析

　本稿では、上述した研究（１～８）の分析結果を踏まえ、続く９～11までの３曲を対象に、同様

の方法で旋律と歌詞の分析を行う。旋律に関しては、楽曲の構造を視覚化するために、それぞれの

音をドイツ音名で表記し、歌詞に関しても、韻を併記した（表４～表６）。

《Einen�Traktor�möcht�ich�lenken（トラクターを運転したいんだ）》

　譜例１の楽曲は、D�dur、２/４拍子、10小節の、オブリガート（高音部譜表２段組）の形式で作

られている。上段の音域は、a�１から fis�２までで、冒頭の山を描くようななだらかなメロディ・ライ

ンから始まり、完全４度を超えるような跳躍はない。下段の音域は、d�１から h�１までで、こちらも概

ね順次進行（上下行）している。開始音も終止音も、ともに主音で、特徴は、「付点のリズム」が使

用されていることである。

　そして、歌詞は３番まであり、定まった音型は見当たらない。４小節目と８小節目で、さらに６小

節目と10小節目で、それぞれ脚韻を踏んでいる。「ぼく（わたし）」はトラクターを欲しがり、運転

したい、と切に願っている。遊びのための玩具のトラクターではなく、農作業のための「本物のト

ラクター」を手に入れ、運転することを夢見ている。

表４　音型と韻

《Überall,�wohin�man�schaut（見渡す限り至る所で）》

　譜例２の楽曲は、D�dur、２/４拍子、12小節で作られている。音域は、d�１から h�１までで、開始音

は第５音で、終止音は主音である。１小節目から４小節目までの旋律は、譜例１と同様、山を描くよ

うななだらかなメロディ・ラインとなっており、その旋律が３段目にも全く同じ形で繰り返されて

終わる。その間の２段目においては、完全４度を超える跳躍はなく、５小節目から６小節目の旋律
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が、次の７小節目から８小節目にも繰り返されている。

　そして、歌詞は２番まであり、１段目と３段目のそれぞれ最後の小節で、さらに、６小節目と８

小節目のともに eの音で脚韻を踏んでいる。特徴は、ich（ぼく・わたし）などといった人物の主語

はなく、関係副詞を伴う事物が主語となり、wird（基本形werden）＋動詞の過去分詞形の受動態で

書かれていることである。住宅・保育所・学校といった建物が次々と建設されていく風景が描出さ

れている。詞の中から特定できる職名はないが、建築現場や建設現場と関係する、大工・とび職人・

左官工・内装工などが想定されうる。

表５　音型と韻

《Auf�dem�Bauplatz�in�der�Stadt（町の建築現場で）》

　譜例３の楽曲は、D�dur、２/４拍子、９小節で作られている。音域は、d�１から d�２までで、長６度

の跳躍がある。開始音は第５音で、終止音は主音である。特筆すべき点は、付点の「アウフタクト」

が登場すること、つまり、「不完全小節」となっていることである。

　そして、歌詞は２番まであり、定まった音型は見当たらない。２段目の２小節目の aの音と最後の

小節の dの音で脚韻を踏んでいる。

　この詞も譜例２同様、ichなどといった人物の主語はなく、事物が主語となっている。家は今まさ

に建築中で、そこに住むであろう家族についても言及されている。譜例３においても、詞の中から

特定できる職名はないが、建築現場と関係する、運搬車（石やコンクリート）の運転手・大工・と

び職人・左官工・内装工などが想定されうる。

表６　音型と韻
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考　察

❶�「職業」の歌−Wißt�ihr,�was�ich�werden�will（ぼく（わたし）が何になりたいのか分かる（？））

の９～11までの分析結果のまとめ

　分析を行った旋律と歌詞に関する結果を以下にまとめた（表７・表８）。

　まず、調性は全てD�durで、拍子も全て２/４であった。小節は、９小節・10小節・12小節がそれ

ぞれ１つずつであった。音域は、全て d�１～ d�２に収まり、跳躍も６度を超えるものはなかった。開

始音と終止音は、第５音（a）もあったが、大半が主音（d）であった。とりわけ、「オブリガート」

の形式や、「付点のリズム」、「アウフタウト」が登場したことを記しておきたい。

　次に、「職業」は、農業関係や建築・建設関係などの業種が取り扱われ、乗り物は、トラクターや

トラックが登場した。また、譜例２にのみ「繰り返し使用される音型」があり、韻については、全

ての楽曲において脚韻が見られた。

表７　旋律に関する分析結果のまとめ

表８　歌詞の内容と韻に関する分析結果のまとめ

おわりに

　本稿では、旧東ドイツ政府の『幼稚園のための陶冶と教育計画』の中で指定された歌集本

Sputnik,�Sputnik,�kreise に着目し、その中の❶「職業」の歌−Wißt�ihr,�was�ich�werden�will（ぼく

（わたし）が何になりたいのか分かる（？））のうちの３曲（９～11）を対象に、旋律と歌詞の分析

を行った。

　その結果、旋律に関しては、①付点のリズム・②アウフタクト（不完全小節）・③音域（１オク

ターブへの広がり）・④音程（６度の跳躍）の要素が盛り込まれていることを、また、歌詞に関して
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は、家や施設などを建築・建設する職業が加えられていることを、新たに見出すことができた。

　以上の分析結果を踏まえた上で、その他の楽曲の分析を今後の課題としたい。
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注　釈

注１）筆者が担当する授業科目（「保育の表現技術（ピアノ）」・「ピアノ演習Ⅰ」）を履修している学生のうち、該

当者は約20％にすぎなかった。

注２）日本の幼児教育においては、ドイツの F.�Fröbel（1782～1852）の思想が受容されたため、Fröbel著『母の

歌と愛撫の歌』や J.�A.�Hiller（1728～1804）著『子どものための歌曲集』に関する研究が進められてきた。し

かし、20世紀の公教育で使用された歌唱教材に関する研究は乏しい。そこで、「どのような歌唱教材が旧

東ドイツ政府によって実際に推奨されたのか」ということを調査する中で、入手できた史料が、後述する

Bildungs-�und�Erziehungsplan�für�den�Kindergarten であった。こうした経緯から、この「教育計画」の中で

指定されている歌集本Sputnik,�Sputnik,�kreise に着目し、その中に収録された楽曲を順次分析していくこと

とした。

注３）旧東ドイツ政府が、幼稚園における教育方針および教育課程を示したものである。目次は「幼稚園での生

活の形成」とあり、「音楽」・「遊び」・「作業」・「お絵描き」・「お昼寝」・「お散歩」などの項目から構成されてい

る。.
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表１　Sputnik,�Sputnik,�kreise から選ばれた楽曲

出典：Sputnik,�Sputnik,�kreise
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譜例１　《Einen�Traktor�möcht�ich�lenken（トラクターを運転したいんだ）》
出典：Sputnik,�Sputnik,�kreise の10ページ。

　　【訳詞】（筆者訳）

１　トラクターをぼく（わたし）は運転したいんだ、

　　トラクターが欲しい！

　　何でも喜んであげちゃうよ、

　　玩具だってあげちゃうよ、トラクターがぼく（わたし）のものになるなら。

２　もう長い時間はかからないだろう、そうしたら、トラクターにはぼく（わたし）が乗るんだ。

　　村で農夫たちに見せつけてやるんだ、ぼく（わたし）のトラクターに何ができるか、てのを。

３　そうしたら、地響きがするさ！

　　どんな遊びよりもすごいだろうな。

　　20頭の雄牛や馬だって、きっとその半分も働きやしないよ。
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　　【訳詞】（筆者訳）

１　見渡す限り至る所で建築工事中。

　　そこには、８階建ての家。あそこには、一区画に所狭しと建つ家々。

　　見渡す限り至る所で建築工事中。

２　見渡す限り至る所で建設中。

　　そこには、素敵な保育所が、あそこには、学校が建つだろう。

　　見渡す限り至る所で建設中。

譜例２　《Überall,�wohin�man�schaut（見渡す限り至る所で）》
出典：Sputnik,�Sputnik,�kreise の10ページ。
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　　【訳詞】（筆者訳）

１　町の建築現場に、（積んできた）石を車から下ろすんだ。

　　コンクリートもね、とっても重くて、ねずみ色をしてるんだ。

　　今ちょうど急ピッチで、お家を建てているところだよ。

２　�家具を搬ぶ一台の車が止まって（荷物を下ろして）、それから、新しい住人たちを連れて来るん

だ。

　　大人も子どもも、陽気な人たちがその家に住むんだ。

譜例３　《Auf�dem�Bauplatz�in�der�Stadt（町の建築現場で）》
出典：Sputnik,�Sputnik,�kreise の15ページ。




